
 

 

 
 
 

土地・家屋の所有者が亡くなられた場合、相続人など新たな所有

者（現所有者）となった方から、ご自身が現所有者であることを申

告していただく制度です。 

不動産登記簿のご名義が変更されるまでは、申告に基づき、現所

有者の方に固定資産税・都市計画税を課税します。 

 申告の方法は？ 

現所有者となった方は、申告書と必要な添付書類を、土地・家屋が所在する

区の都税事務所へご提出ください。 

必要な添付書類とは、戸籍謄本や遺言書など、 

①登記名義人の方が亡くなられたことが分かる書類 

②申告される方が現所有者であることが分かる書類 

③申告される方の現住所が分かる書類       です。 

 申告の期限は？ 

現所有者であることを知ってから３か月以内に申告してください。 

 

土地・家屋の所有者が亡くなられた場合は、早めの相続登記をご検討ください。

登記の手続については、所管の法務局出張所（登記所）へお問い合わせください。

なお、不動産登記簿の名義変更がお済みの場合、現所有者申告は不要です。 

 

現所有者申告制度について、詳しくは、東京都主税局ＨＰをご覧いただくか、

土地・家屋が所在する区の都税事務所へお問い合わせください。 
 

 

 

 

固定資産税・都市計画税の について（23 区内）

-都税についてのお知らせ- 


